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１ 概要

弧電磁気論の原子模型*1 において、中性子を含まない場合について考察する。 また、中性

子を含まない原子模型をファラデーの単極誘導に適用することで、単極誘導の性質について考察

する。

２ 中性子を含まない原子模型（水素原子模型）

第 2 版「第 3 起電力」のエネルギー源について（弧電磁気論から見たエネルギー源の考察）*2

は、観測者から見た電子の挙動のみに限定した考察であった。 文献 2 の要旨は、「高次元に存

在する電子の実体である単極ＣがＭ軸（3 次元物理空間）に現れることで電子に弧の力を及ぼす」

ということであり、構造と挙動は複雑であった。

文献 2 では、Ｍ軸内での電子の挙動により高次に存在する電子の実体である単極Ｃが描く「弧」

が第 3 起電力のエネルギー源であると述べた。 古典電磁気学は、電子の挙動を記述したのであ

り、文献 2 は電子の挙動を拡張したものであった。

本論文では、さらに陽子と電子の挙動にまで弧電磁気論の考え方を拡げることにする。

文献１から中性子を含まない場合（基本形）を抜き出すと図 1 になる（原点を単極Ｄに置いた）。

Ｍ軸は我々の存在する3次元物理空間である。 Ｍ軸に直交するＥ軸上に、高次の実体が存在す

る。 単極Ｃは電子（単極Ｆ）の実体であり、単極Ｇは陽子（単極Ｄ）の実体である。 陽子あるいは

電子が単独で存在するときに高次の実体は、Ｍ軸に直交することで安定である。*3

陽子は正の電荷を持ち、電子は負の電荷を持つことで、引力を生じるとともに磁気現象を伴う。

弧電磁気論では、古典的電気磁気現象以外に次の力が生じる。

単極Ｄと単極Ｆには、電荷による引力（Ｆdf とする）が働き、単極Ｃと単極Ｇには、斥力（Ｆcg とす

                                                  
*1 Φ(nsw495kpr8)著,弧電磁気論, p27 図 13 左図,2011 年
*2 第 2 版「第 3 起電力」のエネルギー源について（弧電磁気論から見たエネルギー源の考察）, 2012 年 12 月,

http://www.kodenjiki.com/20121226daisan2.pdf ,弧電磁気論の解説
*3 文献 2 の p40 参照
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る。）が働く。 このとき、｜Ｆcg｜＞｜Ｆdf｜であるとともに、力の到達距離は力Ｆdf より力Ｆcg の方

が短い。

すると、図 1 の基本形は図 2 の形に表現できる。

図 2 において、単極Ｇ及び単極Ｃはいずれも、図 1 の基本形に戻ろうとするが、2 つの力（Ｆcg と

Ｆdf）が働くことで釣り合った状態になることで原子を形成する。

このとき、陽子と電子の質量の違いにより、Ｍ軸への傾斜角度（陽子の角度θd、電子の角度θ

f）はθd＞θf となる。そして、各々の実体をＭ軸へ投影してできるベクトル、陽子のベクトルＥd と

電子のベクトルＥf は、3次元物理空間での運動エネルギーに等しい。*4 また、Ｍ軸上での単極Ｄ

（陽子）と単極Ｆ（電子）の距離Ｒは、水素原子の半径である。

図 2 では、単極Ｆ（電子）がなぜ軌道電子となるか、説明できないので、次に、図 3 にＭ軸を 2 次

元平面とした場合をもって、説明する。

                                                  
*4 文献 2 の p23
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図 3 のＭ軸内での座標について、予め軌道を決定することはできない。 何故なら、物質の磁性

は、主に軌道電子のスピンに由来する。 磁性を持つ原子を磁場中に置くと、原子は磁場の方向

に向くけれど、陽子が電子を捕捉する過程においては、Ｍ軸内での陽子の方向を決定し得ないか

らである。 弧電磁気論では、陽子が電子を捕捉する仕組みを提供するのみである。

であるから、単極ＣのＭ軸に対する傾斜によりできるベクトルＥfy が（ア）のように右回転の投影な

のか左回転の投影なのかを決められない。 つまり、図 3 において、単極Ｄ（陽子）のＺ軸を決定す

る根拠がない。

あえて根拠を示すなら、文献 2 の p20 に示した仮説の定義⑤において、Ｍ軸からＥ軸へ向かっ

て左回転を適用したから、図 3 のようにＥ軸からＭ軸への投影する場合は、右回転とすることで整

合がとれるのではないかと考えた。

言い換えると、陽子が電子を軌道電子として捕捉した後には、外部より原子の磁性を利用して、

原子の方向を決定（Ｚ軸の方向を決められる）しうるけれど、陽子単独では、陽子のＺ軸をあらかじ

め決定することができないということである。

本論文では、仮に（ア）右回転して投影されることとする。 単極ＣはＭ軸上にベクトルＥfy を作る

が、（ア）により、90 度位相がずれてＭ軸に投影されることで、単極Ｆ（電子）にＥfx の運動量を与え

ることになる。（注：図 2 のベクトルＥf は、図 3 のベクトルＥfy に等しい。）

重要なことは、単極Ｃが描く「7ｒの円弧」*5 が原子の構造を決定づけていることである。 弧は、

常に基本形（図 1）に戻ろうとして、引力と斥力が拮抗する位置に電子を留めることで、電子は軌道

                                                  
*5 文献２のｐ４３図２２を参照。 第３起電力はインダクタンスに印加されたパルスが持つ躍度により円弧が生じたけ

れど、陽子・電子の相互作用では、常に生じている。
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電子となる。 単極Ｃが描く「7ｒの円弧」は、物質を形成する根源である。

捕捉された単極Ｆ（電子）はＭ軸に傾斜した状態（図 2 のθf）で、周回運動を続けることから、Ｍ

軸内において電子は、ある程度次元を失っている。*6 原子を構成する軌道電子は、陽子の周

囲に確かに存在するが、陽子を周回する運動をしているが故に、軌道電子は、次元を失っており

位置を特定することができないことになる。 図 3 の単極Ｆ（電子）は軌道電子となり、同時に量子力

学で定義される電子雲に等しい。

弧電磁気論による水素原子モデルを図 4 に示す。但し、水素原子は 2 個結合し、水素分子にな

ると電子のスピンは打ち消し合い磁性がなくなるので、観測者は原子の向きを特定できない。

３ 弧電磁気論から見るファラデーの単極誘導について

極微の世界において物質は、粒子であり波の性質を持つ。例えば位置と運動エネルギーを一意

的に決定することはできず、存在は波動関数により確率的に記述される。

一方、弧電磁気論の原子模型は、19 世紀までに議論された古典的描像を持っていて、いうなれ

ば決定論的な世界観を持っている。実に古典的な様相を持つ弧電磁気論の原子模型は、現実の

巨視的な物理世界に具体的な現象を提供するだろうか。

図 3 を眺めていると、よく知られた現象に類似していることに気付く。ファラデーの単極誘導であ

る。

単極誘導とは、イングランド人のマイケル・ファラデーが 1821 年に単極誘導モーターを考案し、

1832 年に単極発電機を製作したことで、発見した現象をいう。

ファラデーの単極誘導について説明した上で、弧電磁気論の原子模型が単極誘導の原理に等

しいと仮定することで、単極誘導の性質を推測する。

                                                  
*6 文献 2 の p49 を参照
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単極誘導は、図 5 に示すように、導体の円板を円柱状の磁石の極の上で回転し、検流計の導線

を円板の中心に、他端を円板の外縁に接触させると、

（１）磁石を固定して円板を回転すると、誘導電流が流れる。

（２）円板を固定して磁石を回転すると、誘導電流が流れない。

（３）磁石と円板を一緒に回転すると、誘導電流が流れる。

という現象である。 そして、検流計の代わりに、電流を流すと導体円板は回転する。

ところで、磁性体には、電子スピンの方向が揃った原子磁石（磁区）がある。永久磁石は、磁区

の向きを揃えた（着磁した）ものである。 図 6 は、微小磁石である磁区の向きが揃うことで強磁性

体を構成しているモデルである。*7

永久磁石は、電子スピンの方向が揃っている状態であり、言い換えると原子核を構成している陽

子の方向が一定の方向へ揃っていることを示している。すると、永久磁石は超巨大な単原子である

と見立てることができる。

図 5 のファラデーの単極誘導は、超巨大な単原子の周囲を角速度ωで周回する電子群（導体円

板中に存在する自由電子をいう）ということになる。 ということは、ファラデーの単極誘導図 5 は、図

3 と等価であるともいえる。

原子の古典的半径は、108 ㎝程度であるが、永久磁石は数センチ以上もある単原子に見立てる

ことができる。 但し、図 4 に示すように、通常、原子は陽子の数と電子の数は等しく、電気的に中

性であるし、図 3 に示す単極Ｃが作る円弧の力が及ぶ範囲は、原子の半径程度であるから、現実

                                                  
*7 谷越欣司著,磁石とその使い方―種類・特徴・選び方―, p37,日刊工業新聞社,１９８８年 図１．３４（ｃ）に筆者

が加筆修正した。
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の永久磁石の周囲に角速度ωで電子が存在しても回転軸と外縁に現れる電位はごく僅かであろう

と予想される。 例えば 5センチの永久磁石が単原子であると見立てて、磁石の近傍、数ミリ程度ま

でしか図 3 のＥfx は及ばないのではないだろうか。

弧電磁気論での陽子の形状は球であるけれど、超巨大な単原子と見立てられる永久磁石は、

様々な形状が考えられる。 いま、図 7 に示す円柱状磁石を対象に、ファラデーの単極誘導モータ

ーに生じる力について、図 3 を考慮しながら推測する。

もし、永久磁石が超巨大な電気的に中性な単原子であり、単極誘導モーターの原理が、図 3 に

示す「陽子－電子」間の相互作用であると考えるならば、

推測１．単極誘導モーターにより生じる力の大きさは、図 7 右グラフのように磁石の重心位置で

最大となる。

推測２．単極誘導モーターにより生じる力の大きさは、原子核の数（仮想原子の大きさ）、即ち、

磁石の質量に比例する。

磁石の質量は、陽子中性子の数であるとともに、軌道電子の数でもあるから、磁石の磁束密度

にも比例するともいえるが、前述の通りの仮説ならば、

推測３．ファラデーの単極誘導は、本質的に磁石の磁束密度に関係しない。

マクスウェル方程式で表される電気磁気学は、いうなれば電子－電子間の相互作用である。
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一方で、弧電磁気論の原子模型及び、ファラデーの単極誘導の現象は、「陽子－電子」間の現象

を説明する力学（原子力）であるといえる。 つまりは、仮説によればファラデーの単極誘導は、一

種の原子力だといえる。

４ 系（原子模型全体）のエネルギー

図 8 について、弧電磁気論による中性子を含まない原子模型のエネルギー総量Ｅt を次式に

示す。

Ｅt＝Ｅd－Ｅg＋Ｅf＋Ｅc ・・・・・・・式 1
Ｅd は 3 次元物理空間での陽子の運動エネルギー、Ｅg は高次元に存在する陽子の実体である

単極Ｇのエネルギー、Ｅf は電子の運動エネルギー。そして、Ｅc は高次元に存在する電子の実体

である単極Ｃのエネルギーである。 高次元の実体である単極Ｃと単極Ｇのエネルギー極性は反

対である。従って、系（原子模型全体）のエネルギー総量Ｅt は、原子模型の状態により負と成り得

ると思われるが、その条件は不明である。

これまでの考察*8 を総合するとＥgとＥcは静止エネルギーであるようだ。 図8によれば、静止エ

ネルギーと運動エネルギーは、高次の実体がＭ軸に接する傾斜角度（θd とθf）を仲介する形で、

相補の関係を持つ。 つまり、物質はエネルギーに転換するし、その逆にもなるというが、本当は物

質も（運動）エネルギーも一つの実体の異なる面を示していることになる。*9

一般に実験は、観測者に対して固定された実験装置に、対象となる現象が持つ運動エネルギー

を計測するシステムからなっている。 我々は、Ｅf とＥd を計測し、静止エネルギーを含めた値をエ

ネルギー総量として用いているが、弧電磁気論の観点からいえば、我々がエネルギーの量を正し

く測ろうとするならば、式 1 を参考にすべきだろう。 そして、系のエネルギー総量Ｅt は、重力と関

係すると思われる。 仮に、物体 1 のエネルギー総量をＥt1 とし、物体 2 のエネルギー総量をＥt2
として、物体 2 のエネルギー総量Ｅt2 が負となるならば、物体 1 と物体 2 の間には負の重力が働く

と思われる。*10 ただし、中性子を考慮に入れた原子模型でなければ問題は解けないだろう。

                                                  
*8 文献 1 と文献 2
*9 文献 1 の p12
*10 「引力と斥力」の動画,http://www.youtube.com/watch?v=UTV1oqJ2Ro8 ,弧電磁気論（解説）
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４ まとめ

弧電磁気論から見るとファラデーの単極誘導の現象は、一種の原子力であるだろうことを示した。

周知の通り単極誘導の現象は、かなり微弱である。 現象が微弱である原因は、超巨大な単原子

ともいえる磁石が、自身の持つ軌道電子と併せて、電気的に中性だからである。 しかし、本論文

の考察から考え得るのは、単極誘導の現象は微弱だけれども、何らかの工夫をすることによって、

単極誘導の現象から「原子力」本来の力を引き出せる可能性があるということである。 しかも、本

質的に外部エネルギーを必要としない。 高次の実体が描く円弧を旨く利用する工夫が必要とな

る。

弧電磁気論の見方からすると、すべての物質は、高次の実体が描く「弧の斥力」によって成り立

っていると考えられる。 そして、極微の世界の成り立ちは、同時に宇宙の大規模構造に直結して

いると考えられる。（文献 1 と文献 2 の共通の主題である。）

我々が馴染んでいる自然科学は思想であるという。*11 恐らく、弧電磁気論が奇妙に見える根

本の原因は、弧電磁気論に「時間」が登場しないからだろう。 弧電磁気論では「時間」は存在しな

い。

弧電磁気論では時間の代わりに、別の次元軸としてエネルギーが登場する（図 8 参照）。 空間

とエネルギーである。 因果律はあるが、時間は存在しない。

時間は物体の運動の規則性を利用して、現象の時と時の間隔を知ることである。 だから、時間

とは相対的時間をいう。 科学者たちが宇宙に起源があると主張するならば、宇宙の膨張を計測し

て相対的時間を遡るのではなく、宇宙が起源以来、刻んできたであろう木の年輪のような現象を探

し出して、「宇宙絶対時」を計測する努力をすべきだと考える。 しかし、筆者はそのような現象は存

在しないのではないかと考える。 弧電磁気論もまた、一つの思想である。

文献 2 で第 3 起電力のエネルギー源について考察したが、電子のみの挙動を弧電磁気論から

説明するのは困難な作業で、紙数も多くなった。 一方で、弧電磁気論は原子の構造を説明する

理論であるが故に、原子模型は単純であり、単極誘導の説明も簡単であった。

本論文について、研究の途上であり、疑義（不明な点や不連続な論理の展開）があることは理解

しているけれど、力不足な点はご容赦願いたい。

                                                  
*11 岡潔講演録（４）「自然科学は間違っている」,解説２自然科学者の時間空間

http://www.okakiyoshi-ken.jp/oka-shizen02.html,数学者岡潔思想研究会


